
は じ め に

2015（平成 27）年に『最新　生徒指導論』が刊行されてから9年が経ち、
学校現場は今もなお、暴力行為、不登校、非行、虐待などの課題が山積してい
ます。なかでもいじめの重大事態や児童生徒の自殺者数の増加傾向は懸念され
る状況にあり、加えて、インターネット問題、多様な背景を持つ子どもたちへ
の対応も求められ、生徒指導に係る知識の獲得、指導力・対応力の向上はます
ます重要になってきています。このような状況下で、学校には大きな教育の使
命が2つあります。一つは、学力を身に付けさせ児童生徒一人一人のキャリア
発達を促進し希望する進路を実現させること、もう一つは、社会性を身に付け
立派な社会人としての人格を持つ人間を育成することです。学校が教育目標を
達成するためにも、生徒指導は人格の形成を図る上で重要な役割を担っていま
す。だからこそ、問題行動や課題に対応するだけでなく、全ての子どもを対象
に発達を支援し、可能性を最大限に引き出す教育を組織的に取り組む必要があ
ります。つまりは、学習指導要領に定められているように、一人一人の児童生
徒の人格を尊重し、個性の伸長を図りながら社会的資質や行動力を高めていく
ことが求められているといえます。
そこで、教職課程の学生が生徒指導を行う上での必要な知識を習得するこ

とができるよう、また、現職の教師は生徒指導を進める上で実践の場に役立て
ることができるように、生徒指導提要の改訂を踏まえて、前書を改訂いたしま
した。本書では、生徒指導提要にまとめられている内容に対し、生徒指導の意
義や生徒指導の構造、教育課程との関係、生徒指導を支える組織体制といった
生徒指導の基本と、今日的課題に対する関連法規、具体的な指導・対応とそれ
に伴う発達段階や教育学・心理学的視点を加えた内容となっています。その
ため、生徒指導提要と並行して読んで内容を深める、あるいは生徒指導提要を
読む前後の導入や学びの補完として活用することもできます。このように、本
書が教職を目指す学生たちや現職の教師の羅針盤として、役立つことができれ

�



��

ば、執筆者一同この上もなく幸せです。

2024年 3月吉日
原田恵理子　
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